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11
月
３
日
、
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
に
お
い
て
、
三
春
町
各
種

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
別
功
労
表
彰
７
件
、

功
労
表
彰
６
件
、
顕
彰
表
彰
11
件
、

ま
ち
づ
く
り
賞
９
件
で
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
元
年
度 

各
種
功
労
者
表
彰
式

特
別
功
労
表
彰

（写真は特別功労表彰を受賞された皆さん）　

鈴木義孝 さん
（柴原）

〔
功
績
〕
昭
和
58
年
10
月
か
ら
平

成
15
年
９
月
ま
で
５
期
20
年
に
わ

た
り
三
春
町
議
会
議
員
と
し
て
在

任
し
、
こ
の
間
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
委
員
長
、
議
会
副
議
長
、

議
会
議
長
を
務
め
た
。
平
成
15
年

９
月
か
ら
令
和
元
年
９
月
ま
で
４

期
16
年
に
わ
た
り
、
三
春
町
長
と

し
て
在
任
し
、
地
方
自
治
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
。

日下部三枝 さん
（清水）

〔
功
績
〕
平
成
15
年
10
月
か
ら
令
和

元
年
９
月
ま
で
４
期
16
年
に
わ
た

り
三
春
町
議
会
議
員
と
し
て
在
任

し
、
こ
の
間
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
副
委
員
長
、
桜
川
河
川
改
修

推
進
特
別
委
員
会
副
委
員
長
、
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議

会
議
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員
を

歴
任
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
。

小林鶴夫 さん
（下舞木）

〔
功
績
〕
平
成
19
年
10
月
か
ら
令

和
元
年
９
月
ま
で
３
期
12
年
に
わ

た
り
三
春
町
議
会
議
員
と
し
て
在

任
し
、
こ
の
間
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
副
委
員
長
、
議
会
運
営
委

員
会
副
委
員
長
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
委
員
長
、
三
春
町
議
会
広

報
広
聴
特
別
委
員
会
委
員
長
、
議

会
副
議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地

方
自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

武地優子 さん
（下舞木）

〔
功
績
〕
平
成
15
年
10
月
か
ら
令

和
元
年
９
月
ま
で
４
期
16
年
に
わ

た
り
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
在

任
し
、
こ
の
間
、
平
成
21
年
10
月

か
ら
平
成
22
年
９
月
ま
で
委
員
長

職
務
代
理
者
、
平
成
22
年
10
月
か

ら
平
成
28
年
10
月
ま
で
教
育
委
員

会
委
員
長
、
平
成
28
年
11
月
か
ら

令
和
元
年
９
月
ま
で
教
育
長
職
務

代
理
者
を
歴
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
平

成
15
年
９
月
ま
で
社
会
教
育
委

員
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
企
画
委
員
と
し
て
、

社
会
教
育
お
よ
び
自
然
学
習
の
推

進
に
尽
力
す
る
な
ど
教
育
行
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

特別功労表彰を受賞された日下部三枝さん
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佐久間信次 さん
（山中）

〔
功
績
〕
昭
和
42
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
26
期
52
年
に
わ

た
り
、
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

と
し
て
在
任
し
、
こ
の
間
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま

で
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
文
化
財
保
護
行
政
に

寄
与
さ
れ
た
。

榎本文惠 さん
（南成田）

〔
功
績
〕
昭
和
63
年
４
月
か
ら
平
成

24
年
３
月
ま
で
三
春
町
体
育
指
導

員
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
31

年
３
月
ま
で
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
在
任
し
、
こ
の
間
、

平
成
14
年
４
月
か
ら
平
成
19
年
３

月
ま
で
三
春
町
体
育
指
導
委
員
長

を
務
め
る
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

春山登 さん
（荒町）

〔
功
績
〕
平
成
11
年
１
月
か
ら
平
成

30
年
12
月
ま
で
20
年
に
わ
た
り
、

三
春
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
在
任
し
、
国
民
健

康
保
険
事
業
に
寄
与
さ
れ
た
。
ま

た
平
成
11
年
10
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
９
年
６
月
に
わ
た
り
、

三
春
町
介
護
認
定
審
査
会
委
員
、

平
成
23
年
９
月
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
三
春
町
障
が
い
者
計
画
等
検

討
委
員
会
委
員
を
務
め
、
高
齢
者

福
祉
お
よ
び
障
が
い
者
福
祉
行
政

に
尽
力
さ
れ
た
。

（写真は功労表彰を受賞された皆さん）　

渡辺正久 さん
（平沢）

〔
功
績
〕
平
成
23
年
10
月
か
ら
令

和
元
年
９
月
ま
で
２
期
８
年
に
わ

た
り
三
春
町
議
会
議
員
と
し
て
在

任
し
、
こ
の
間
、
総
務
常
任
委
員

会
委
員
長
、
桜
川
河
川
改
修
推
進

特
別
委
員
会
副
委
員
長
、
三
春
町

町
立
学
校
再
編
等
調
査
特
別
委
員

会
委
員
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
を
歴
任

す
る
な
ど
、
地
方
自
治
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
。 功

労
表
彰

過足長貞 さん
（斎藤）

〔
功
績
〕
平
成
20
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
４
期
10
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
斎
藤
区

長
を
務
め
、
地
域
活
動
の
円
滑
な

運
営
に
寄
与
さ
れ
た
。

受賞者を代表して謝辞を述べる鈴木義孝さん

広報みはる
令和元年 12月号
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山口利夫 さん
（実沢）

〔
功
績
〕
平
成
21
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
３
期
９
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

大内昭喜 さん
（貝山）

〔
功
績
〕
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
等
を

中
心
に
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
市

場
へ
の
出
荷
だ
け
で
な
く
、
独
自

の
販
売
ル
ー
ト
を
確
立
す
る
な
ど

経
営
を
発
展
さ
せ
、
平
成
13
年
６

月
に
は
第
42
回
福
島
県
農
業
賞
、

令
和
元
年
８
月
に
は
第
60
回
福
島

県
農
業
賞
特
別
功
労
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
三
春
町
の
農
産
物
生
産

の
面
に
お
い
て
寄
与
さ
れ
た
。

渡邉宣夫 さん
（貝山）

〔
功
績
〕
家
業
の
し
い
た
け
栽
培

に
お
い
て
、
経
営
の
効
率
化
を
図

り
、
平
成
16
年
、
第
45
回
福
島
県

農
業
賞
を
受
賞
。
平
成
16
年
11
月

に
は
、「
有
限
会
社 M

&
A

ふ
ぁ
ー

む
・
わ
た
な
べ
」
を
設
立
。
以
来
、

経
営
規
模
を
拡
大
さ
せ
、
平
成
30

年
３
月
に
は
、
三
春
町
で
初
め
て

JG
A
P

認
証
を
取
得
し
、
生
産
物

の
品
質
向
上
な
ど
に
貢
献
し
た
。

ま
た
、
貝
山
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
集
落
の
役
員
を
務
め
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
農
業

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

渡邉正二 さん
（下舞木）

〔
功
績
〕
昭
和
48
年
11
月
、
一
般

建
築
工
事
業
「
渡
正
大
工
」
を
創

業
。
昭
和
56
年
３
月
に
は
、
「
有

限
会
社
ワ
タ
シ
ョ
ウ
」
代
表
取
締

役
に
就
任
さ
れ
、
以
来
建
築
業
に

精
励
し
、
町
民
生
活
の
向
上
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
長
期
、
安
定

的
な
従
業
員
雇
用
で
技
能
者
の
育

成
に
も
貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の

間
、
平
成
12
年
４
月
か
ら
平
成
16

年
３
月
ま
で
三
春
建
築
大
工
組
合

組
合
長
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
平

成
27
年
３
月
ま
で
三
春
町
住
宅
研

究
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
三
春

町
の
建
築
技
術
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
。

（写真は顕彰表彰を受賞された皆さん）　

坂本浩之町長による式辞

功労表彰を受賞された渡邉正二さん

広報みはる
令和元年 12月号
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田中清美 さん
（下舞木）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
２
期
６
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
２
年
間
、
下
舞
木

４
区
長
を
務
め
、
地
域
活
動
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。

顕
彰
表
彰

伊藤重雄 さん
（平沢）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
２
期
６
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
23

年
３
月
ま
で
の
２
年
間
、
平
沢
１

区
長
を
務
め
、
地
域
活
動
の
円
滑

な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。

石黒昭一 さん
（滝）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
２
期
６
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
31

年
３
月
ま
で
の
２
年
間
、
滝
区
長

を
務
め
、
地
域
活
動
の
円
滑
な
運

営
に
尽
力
さ
れ
た
。

松崎寛文 さん
（鷹巣）

〔
功
績
〕
平
成
25
年
８
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
２
期
５
年
８
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
鷹
巣
区

長
を
務
め
、
地
域
活
動
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。

橋
本
洋
子 

さ
ん
（
御
祭
）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
２
期
６
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
ま
た
JA
福
島
さ
く
ら
女
性
部

三
春
総
支
部
長
、
JA
福
島
さ
く
ら

た
む
ら
地
区
女
性
部
長
、
JA
福
島

さ
く
ら
理
事
を
歴
任
す
る
な
ど
農

業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

橋
本
衛 

さ
ん
（
新
町
）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
10
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
２
期
６
年
６
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
在
任

し
、
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

佐藤信子 さん
（庄司）

〔
功
績
〕
平
成
19
年
12
月
か
ら
平

成
28
年
11
月
ま
で
三
春
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
平
成
23
年
１
月

か
ら
平
成
30
年
12
月
ま
で
三
春

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
、
ま
た
平
成
29
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
三
春
町
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
委
員
と
し
て
在

任
し
、
三
春
町
の
国
民
健
康
保
険

制
度
、
保
健
福
祉
事
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
。

長谷川ミサ子 さん
（八島台）

〔
功
績
〕
平
成
21
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
５
期
10
年
に
わ

た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
行
政

相
談
活
動
に
尽
力
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
小
学
校
に
お
い
て
出
前
授

業
等
で
の
広
報
活
動
を
通
し
、
行

政
相
談
に
対
す
る
町
民
の
理
解
を

求
め
た
こ
と
に
よ
り
、
町
民
と
行

政
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
奔
走
さ

れ
た
。

中尾茂一 さん
（担橋）

〔
功
績
〕
平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成

31
年
３
月
ま
で
10
年
間
に
わ
た
り
、

元
町
区
長
と
し
て
在
任
し
、
町
の

自
治
活
動
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
25
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
６
年
に
わ
た

り
、
新
町
２
区
長
並
び
に
新
町
代

表
区
長
と
し
て
在
任
し
、
町
の
自

治
活
動
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
10
年
以

上
に
わ
た
り
鳥
獣
保
護
管
理
員
を

務
め
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
た
。

各種功労者表彰式のようす

広報みはる
令和元年 12月号
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故 

松
井　

男 

さ
ん
（
新
町
）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
12
月
か
ら
平

成
30
年
11
月
ま
で
２
期
６
年
に
わ

た
り
、
三
春
町
交
通
教
育
専
門
員

と
し
て
在
任
さ
れ
た
。
ま
た
平
成

17
年
４
月
か
ら
５
期
10
年
に
わ
た

り
、
交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合

会
八
幡
町
分
会
長
を
歴
任
す
る
な

ど
、
町
の
交
通
安
全
対
策
に
寄
与

さ
れ
た
。

第
38
回
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
表
彰

▼
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
賞
と
は

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、

活
力
に
満
ち
た
明
る
く
た
く
ま
し

い
安
定
感
の
あ
る
三
春
町
を
つ
く

る
た
め
、
地
域
住
民
が
ま
ち
づ
く

り
を
模
範
的
に
行
っ
て
い
る
事
例

を
選
定
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

▼
選
定
基
準
は

　

選
定
は
、
次
に
定
め
る
区
分
に

よ
り
、
模
範
活
動
を
行
っ
た
団
体
・

個
人
と
し
ま
す
。
（
環
境
美
化
の

部
・
自
治
活
動
の
部
・
生
活
合
理

化
の
部
・
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

部
・
青
少
年
活
動
の
部
・
健
康
づ

く
り
の
部
・
文
化
活
動
の
部
・
防

犯
活
動
の
部
・
個
人
活
動
の
部
）

（写真はまちづくり活動表彰を受賞された皆さん）　

（
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
表
彰

実
施
要
綱
よ
り
）

環
境
美
化
の
部山田寿楽会 さん

（岩江地区）

〔
功
績
〕
平
成
６
年
か
ら
25
年
に

わ
た
り
、
山
田
地
区
の
集
会
所
周

辺
の
草
刈
り
や
山
田
南
地
区
の
花

壇
の
整
備
、
草
刈
作
業
等
を
行
い

維
持
管
理
に
努
め
る
な
ど
、
地
域

の
環
境
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

根本行政区 さん
（中郷地区）

〔
功
績
〕
平
成
７
年
か
ら
24
年
に

わ
た
り
、
行
政
区
全
体
で
県
道
沿

い
の
路
肩
や
花
壇
に
サ
ル
ビ
ア
や

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植
栽
を
行
う

と
と
も
に
、
年
３
回
の
草
刈
り
作

業
等
を
行
い
維
持
管
理
に
努
め
る

な
ど
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

し
て
い
る
。

顕彰表彰を受賞された佐藤信子さん 佐久間誠治委員長による選考経過報告

参加者全員で町民の歌「栄えよ三春」斉唱

広報みはる
令和元年 12月号
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自
治
活
動
の
部

〔
功
績
〕
平
成
29
年
４
月
に
岩
江

地
区
全
体
の
自
主
防
災
会
組
織
と

し
て
設
立
し
、
積
極
的
に
活
動
を

行
い
、
町
と
し
て
最
初
に
個
別
避

難
計
画
を
作
成
し
た
。
定
期
的
に

講
習
会
、
研
修
会
等
を
実
施
し
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

岩
江
地
区
自
主
防
災
会 

さ
ん

（
岩
江
地
区
）

健
康
づ
く
り
の
部

〔
功
績
〕
30
年
以
上
に
わ
た
り
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
地
域
の

親
睦
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

岩
江
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会 

さ
ん

（
岩
江
地
区
）

〔
功
績
〕
昭
和
52
年
４
月
か
ら
42

年
に
わ
た
り
、
歌
や
舞
踊
に
取
り

組
み
、
地
域
の
各
種
行
事
に
参
加

す
る
な
ど
、
地
区
の
活
性
化
や
健

康
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
20
年
か
ら
は
婦
人
会
と

連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

大
字
斎
藤
花
見
会 

さ
ん

（
中
妻
地
区
）

文
化
活
動
の
部

〔
功
績
〕
昭
和
60
年
ご
ろ
か
ら
八
幡

町
地
区
で
活
動
し
、
毎
年
、
７
月

の
第
１
日
曜
日
か
ら
１
週
間
、
七

夕
飾
り
を
10
本
ほ
ど
横
丈
六
に
飾

る
な
ど
七
夕
祭
り
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
承
し
て
い
る
。
幼

稚
園
の
子
ど
も
た
ち
も
見
学
に
訪

れ
て
お
り
、
心
の
和
む
活
動
で
あ

り
、
文
化
活
動
の
継
承
に
貢
献
し

て
い
る
。

か
が
や
き
の
会
・

み
ど
り
の
母
の
会 

さ
ん

（
三
春
地
区
）

〔
功
績
〕
平
成
元
年
か
ら
30
年
に

わ
た
り
、
踊
り
を
通
し
て
敬
老
会

や
三
春
秋
ま
つ
り
へ
参
加
す
る
と

  

交
通
・
防
犯
・

防
災
活
動
の
部

〔
功
績
〕
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
20

年
以
上
に
わ
た
り
、
平
沢
地
区
の

防
犯
灯
の
点
検
整
備
を
無
償
で
行

い
、
近
年
は
七
草
木
地
区
へ
も
活

動
を
拡
げ
て
お
り
、
安
全
な
地
域

づ
く
り
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
し
て
い
る
。

有
限
会
社

鈴
和
電
機
工
事
店 

さ
ん

（
御
木
沢
地
区
）

個
人
活
動
の
部

〔
功
績
〕
平
成
20
年
ご
ろ
か
ら
10

年
以
上
に
わ
た
り
、
熊
耳
大
平
地

内
旧
国
道
２
８
８
号
線
お
よ
び
大

平
荘
ま
で
の
斜
面
の
草
刈
り
を
年

３
回
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
継
続
的
に
実
施
し
、
地
域
の

環
境
美
化
や
安
全
確
保
に
貢
献
し

て
い
る
。

お
り
、
今
年
の
三
春
町
長
杯
優
勝

を
始
め
、
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
も
優
勝
し
、
全
国
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
す
る
な
ど
の
成
績
を
収

め
て
い
る
。

菅野雅敏委員長による選考経過報告

な
か
よ
し
会 

さ
ん

（
沢
石
地
区
）

遠
藤
喜
三 

さ
ん　

 

（
要
田
地
区
）

と
も
に
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
町
内
の
福
祉
施
設
等
へ

訪
問
し
踊
り
を
披
露
し
て
い
る
。

毎
週
土
曜
日
に
は
集
会
所
で
練
習

を
重
ね
て
お
り
、
地
域
住
民
の
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
文
化
活
動

の
継
承
に
貢
献
し
て
い
る
。

まちづくり活動表彰を受賞された根本行政区さん（写真中央）

広報みはる
令和元年 12月号
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第
24
回
三
春
町
建
築
賞
表
彰

　

三
春
町
建
築
賞
と
は
、
三
春
の

町
な
み
と
調
和
し
た
優
れ
た
デ

ザ
イ
ン
の
建
築
物
ま
た
は
機
能
的

な
建
築
物
な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
民
の
都
市
景
観
に
対

す
る
関
心
と
町
の
建
築
文
化
を
高

め
、
伝
統
的
な
三
春
町
大
工
職
人

の
研
鑽
推
奨
と
都
市
化
に
対
応
し

た
産
業
の
振
興
を
図
り
、
美
し
い

ま
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
８
点
の
応
募
が
あ

り
、
10
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
学
識
経
験
者
や
地
元

の
建
築
関
係
団
体
、
女
性
団
体
か

ら
な
る
選
考
委
員
会
（
選
考
委
員

長 

長
澤
悟 

東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

に
て
書
類
審
査
、
現
地
審
査
を
厳

正
に
行
い
、
入
賞
作
品
を
選
考
し

ま
し
た
。

（写真は建築表彰を受賞された皆さん）　

大内昌子副委員長による選考経過報告

広報みはる
令和元年 12月号
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最
優
秀
賞

佐
久
間
邸
（
桜
ヶ
丘
）

建
築
主　

佐
久
間
直
樹
さ
ん
・
佐
久
間
美
穂
さ
ん

設
計
者　

株
式
会
社 

Es
工
房

施
工
者　

有
限
会
社 

サ
ワ
ケ
ン
住
宅

　

居
間
を
中
心
に
、
２
階
へ
の
吹
き
抜
け
階
段
の
踊
り
場
を
中
２
階
と
し
、

そ
の
下
に
子
ど
も
の
家
の
よ
う
な
小
空
間
を
設
け
、
モ
ダ
ン
な
床
の
間
の

あ
る
畳
コ
ー
ナ
ー
、
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を

連
続
的
に
配
置
す
る
な
ど
、
平
面
的
に
も
断
面
的
に
も
一
体
感
と
変
化
の

あ
る
空
間
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
中
心
に
家
族
が
一
緒
に
居

な
が
ら
、
場
所
を
選
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
が
豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
住
空
間

が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
道
路
に
面
し
て
設
け
ら
れ
た
玄
関
ま
わ
り

の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
道
に
対
す
る
心
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
な
ど
、
住
む

こ
と
へ
の
理
解
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。



優
秀
賞

工
藤
邸
（
鷹
巣
）

建
築
主　

工
藤
芳
雄
さ
ん

設
計
者　

M
U

N
A

K
A

T
A

施
工
者　

株
式
会
社 

宗
形
工
務
店

　

購
入
し
た
三
春
の
伝
統
的
民
家
を
、
骨
格
は
そ
の
ま
ま
生
か
し
な
が
ら

民
具
の
展
示
空
間
と
し
て
再
生
保
存
し
て
い
ま
す
。
屋
根
、
外
壁
は
黒
を

基
調
色
と
し
、
内
部
に
は
古
い
欄
間
、
板
戸
、
飾
り
物
と
創
作
布
を
用
い

た
障
子
を
用
い
、
施
工
者
と
の
連
携
に
よ
り
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
の
空
間
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
一
体
の
土
地
に
設
け
た
、
同
じ
く
内
外
と
も
黒
を

基
調
と
す
る
、
古
材
を
巧
み
に
用
い
た
空
間
と
眺
め
の
よ
い
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
を
持
つ
住
宅
共
々
、
建
物
づ
く
り
と
三
春
の
地
に
住
む
こ
と
を
楽
し
む

様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

優
秀
賞

宍
戸
邸
（
富
沢
）

建
築
主　

宍
戸
昭
一
さ
ん
・
宍
戸
陽
子
さ
ん

設
計
者　

株
式
会
社 

Es
工
房

施
工
者　

有
限
会
社 

サ
ワ
ケ
ン
住
宅

　

一
家
団
ら
ん
の
場
と
し
て
、
向
か
い
合
い
に
配
さ
れ
、
収
納
ス
ペ
ー
ス

と
も
な
る
畳
の
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
の
食
事
空
間
と
、
掘
り
ご
た
つ
の
あ
る
フ

ロ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
一
体
感
を
保
ち
な
が
ら
分
節
配
置
し
、
様
々
な
場
面
が

想
像
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
母
の
部
屋
を
、
離
れ
で
は
な
く
玄

関
か
ら
の
続
き
間
に
置
き
、
キ
ッ
チ
ン
を
付
属
さ
せ
、
目
の
前
で
畑
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
自
立
的
か
つ
家
族
一
緒
の
生
活
空
間
づ
く

り
は
３
世
代
住
宅
の
新
し
い
提
案
と
し
て
評
価
で
き
ま
す
。
様
子
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

佐久間誠治区長会長による万歳三唱 佐藤弘議長による祝辞 最優秀賞を受賞された佐久間直樹さん

広報みはる
令和元年 12月号
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広報みはる
令和元年 12月号

　

第
16
回
三
春
秋
ま
つ
り
が
、
11
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
三
春
町
運
動
公
園

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行

わ
れ
、
２
日
に
は
三
春
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
９
が
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

公
園
公
園

て
行
て
行

第２チェックポイントの

愛姫生誕の碑（城山公園）

熱戦となった湯
どうふ食べくら

べ大会

　

11
月
２
日
、
秋
空
の
も
と
福
島
民
報
社
と
三

春
町
共
催
に
よ
る
三
春
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
９
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
約
７
５
０
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
同
時
開
催
の
三
春
秋
ま
つ
り
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
と
も
に
三
春
町
運
動
公
園
を
出
発

し
、
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
天
澤

寺
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
城
山
公
園
の
愛め
ご

姫ひ
め

生
誕
の
碑
、
三
春

き
た
ま
ち
蔵
、
龍
穏
院
、
三
春
大
神
宮
の
計
５

か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
、
約
10

㎞
の
愛
姫
の
里
を
ま
わ
り
、
爽
や
か
な
汗
を
か

い
た
参
加
者
の
方
々
は
ゴ
ー
ル
で
あ
る
秋
ま
つ

り
会
場
に
戻
る
と
出
店
で
昼
食
を
満
喫
し
な
が

ら
、
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
む
な
ど
充
実
し
た
様
子

で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
完
歩
賞
と

三
春
特
産
の
ピ
ー
マ
ン
が
参
加
賞
と
し
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
町
内
の
新
鮮
な

農
産
物
の
販
売
や
飲
食
ブ
ー
ス
、

各
種
団
体
の
展
示
の
ほ
か
、
姉
妹

都
市
の
岩
手
県
一
関
市
と
そ
の

友
好
都
市
関
係
に
あ
る
宮
城
県
気

仙
沼
市
、
県
内
各
地
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
様
々
な
ブ
ー
ス
が
並

び
、
２
日
に
は
同
時
開
催
の
三
春

ウ
オ
ー
ク
の
参
加
者
で
朝
早
く
か

ら
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
三
春
の
民
芸
品

PR
と
し
て
デ
コ
屋
敷
の
大
黒
屋
さ

ん
に
絵
付
け
体
験
ブ
ー
ス
を
出
展

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

後
に
、
三
春
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

の
元
気
な
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら

べ
大
会
で
は
、
白
熱
し
た
バ
ト
ル

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
会
初
の
女

性
の
優
勝
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
最
後
に
は
、
愛
姫
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
町
内
の

中
学
生
５
名
に
よ
る
家
族
や
大
切

な
人
へ
向
け
て
の
感
謝
の
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
作
文
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
武
田
紗
亜
さ
ん
に
最
優
秀
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

ジ
ャ
ズ
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
愛
姫
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
ね
ね
役
の
声
優
、
福

圓
美
里
さ
ん
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
浅
尾
芳
宣
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
現
在
製
作
中

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

お
話
や
サ
イ
ン
争
奪
の
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
な
ど
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
、
両
日
と

も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
来

場
者
に
三
春
の
秋
を
満
喫
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。来
年
も
、

さ
ら
に
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
で
企

画
し
ま
す
の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
「
来

て
、
見
て
、
食
べ
て
、
参
加
し
て
」

三
春
の
秋
を
満
喫
く
だ
さ
い
。

オープニングセレモニーのようす

こまりんも来場しました たくさんのブースが並ぶ会場

絵付け体験のようす

昔なつかしの発動機

ゴーゴージャズオーケストラのジャズ演奏 よさこいのようす Likomo によるダンス

三
春
ウ
オ
ー
ク

「
愛
姫
の
里
巡
り
」
を

開
催
し
ま
し
た

10
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「
愛
姫
の
里 

三
春
」
PR
事
業

愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　

今
年
度
の
応
募
総
数
は
、
イ
ラ
ス
ト
部
門

が
87
点
、
ぬ
り
え
部
門
が
３
３
２
点
と
姉
妹

都
市
の
一
関
市
を
は
じ
め
、
県
外
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
品
の
審
査
会
は
、
10
月
17
日
に
行
わ
れ
、

11
月
２
、
３
日
に
開
催
さ
れ
た
三
春
秋
ま
つ

り
に
て
表
彰
式
お
よ
び
作
品
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
い
ず

れ
も
愛
姫
の
里
三
春
の
PR
に
ふ
さ
わ
し
い
愛

姫
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
部
門
お
よ
び
ぬ
り
え
部
門
の
受

賞
者
お
よ
び
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受

賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
お
、
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
イ
ラ

ス
ト
は
、
今
後
も
愛
姫
の
PR
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
部
門
・
ぬ
り
え
部
門
そ
れ
ぞ
れ

の
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品
は
36
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）
※
敬
称
略

福島県賞
キラキラおひめさま
大内沙優（三春町）

三春まちづくり公社賞
愛姫MegoHime
鈴木うさ（須賀川市）

国際アート＆デザイン大学校賞
「すてきなめごひめ」
佐藤虎太朗（三春町）

議長賞
「かわいい愛姫」
井上愛華（三春町）

教育長賞
「めごちゃん♡♡♡」
栁沼紗友姫（三春町）

● 

イ
ラ
ス
ト
部
門

〈
最
優
秀
賞
〉

○
「
桜
と
姫
」
長
谷
川
瑞
希
（
会
津
美
里
町
）

〈
優
秀
賞
〉

○
「
桜
の
下　

も
う
一
度
」

　

  

白
黒
橙
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
（
本
宮
市
）

○
「
今
度
は
私
が
」

　

  

伯
耆
田
り
の
（
新
潟
県
新
潟
市
）

○
「
め
ご
ひ
め
っ
せ
ー
じ
♪
」

　

  

関
根
菜
々
美
（
川
内
村
）

○
「
チ
ビ
愛
姫
」
林
久
美
子
（
埼
玉
県
吉
見
町
）

○
「
愛
姫
の
記
憶
」
根
本
彩
加
（
い
わ
き
市
）

〈
特
別
賞
〉

● 

ぬ
り
え
部
門
（
小
学
生
以
下
）

〈
最
優
秀
賞
〉

○
「
さ
く
ら
ま
う
」

　

  

工
藤
美
鈴
（
青
森
県
弘
前
市
）

〈
優
秀
賞
〉

○
「
月
と
桜
と
愛
姫
と
」
大
山
優
実
（
田
村
市
）

○
「
愛
姫
」
笹
山
友
花
里
（
三
春
町
）

○
「
愛
姫
」
橋
本
愛
奈
（
郡
山
市
）

○
「
た
き
ざ
く
ら
と
め
ご
ひ
め
」

　

  

杉
本
蒼
空
（
三
春
町
）

○
「
か
わ
い
い
愛
姫
」
渡
邉
羽
音
（
三
春
町
）

イラストコンテスト全作品展示

受賞された皆さん

福島民報賞
「最強の夫婦（めおと）」
仲井 裕香（須賀川市）

商工会長賞
「舞」

川添 友子（福岡県須惠町）

福島民友賞
「零れ桜」

斉藤 翼（郡山市）

福島ガイナ賞
「遊学舎へいこうよ」

しらと君（ペンネーム）（郡山市）

〈
特
別
賞
〉

町長賞
「花踊る」

菅野恵里（福島市）

11
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◆ 区間別出場選手および成績

第 31回ふくしま駅伝

　第 31回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふく

しま駅伝）は、11月 17日に 59市町村 53チーム（７

町村連合の「希望ふくしま」チームを含む）が参加し

て行われ、白熱したレースが展開されました。

　三春町チームは、総合成績 13位・町の部４位とい

う成績で、目標としていた町の部３位入賞とはなりま

せんでした。しかし、16 区のキャプテン・浦山陽介

選手が町の部区間賞を獲得する力走を見せ、三春町

チームに大きな感動を与えてくれました。

総合13位・町の部４位

５時間25分03秒

１

２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17

　白河市から福島市までの 16 区間 

94.8 ㎞をタスキで繋いだ選手たちは、

沿道からの応援の声を力に最後まで精

一杯の走りをみせてくれました。

　選手の皆さん、本当にお疲れさまで

した。また、沿道で多くの声援を送っ

てくださった町民の皆さん、ありがと

うございました。

（写真①…三春町選手団／写真②～⑰…１区

～ 16区それぞれの選手のようす）



　

９
月
26
日
に
厚
生
労
働
省
（
「
第

24
回
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」）
か
ら
、
公
立
・

公
的
医
療
機
関
等
の
診
療
実
績
デ
ー

タ
な
ど
国
が
定
め
た
基
準
に
よ
る
分

析
結
果
に
基
づ
き
「
再
検
証
要
請
対

象
医
療
機
関
」
と
し
た
リ
ス
ト
に
、

町
立
三
春
病
院
が
実
名
で
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
新
聞
報
道
等
に
よ
り
、
「
町

立
三
春
病
院
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
」
と
、
ご
心
配
や
不
安
を
感

じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
結

論
と
し
て
は
、
町
立
三
春
病
院
は
こ

れ
ま
で
通
り
診
療
を
継
続
い
た
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
に
と
り
ま
し
て
も
、
こ
の
度
の

公
表
は
唐
突
な
こ
と
で
あ
り
、
公
表

以
来
国
・
県
の
関
係
機
関
に
対
し
説

明
を
求
め
、
公
表
の
内
容
や
趣
旨
の

把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
分
析
デ
ー
タ
は
、
町
立
病

院
２
つ
の
病
棟
の
う
ち
「
急
性
期
病

床
」
と
し
て
届
け
て
い
る
南
病
棟
46

床
の
み
の
２
年
前
の
１
か
月
間
の
診

療
に
つ
い
て
機
械
的
に
分
析
し
た
も

の
で
あ
り
、
外
来
診
療
や
回
復
期
病

棟
等
現
在
の
三
春
病
院
が
担
っ
て
い

る
医
療
全
体
を
評
価
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
は
、
分
析
し
た
デ
ー
タ
を
参
考

に
「
該
当
す
る
病
院
と
そ
の
地
域
で

議
論
を
し
て
ほ
し
い
。
今
回
の
分
析

結
果
が
再
編
統
合
等
の
方
向
性
を
機

械
的
に
決
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
議
論
が
重

要
」
と
示
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
公
表
内
容
に
よ
っ
て
、

町
立
病
院
自
体
の
再
編
や
統
合
に
つ

い
て
検
討
議
論
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
町
立
病
院
で
あ
っ
て
も
、

田
村
地
域
の
医
療
も
担
う
役
割
の
病

院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
田
村
地
域
に

あ
る
３
つ
の
公
立
病
院
（
た
む
ら
市

民
病
院
・
公
立
小
野
地
方
綜
合
病
院
）

と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

町
民
は
も
と
よ
り
田
村
地
域
住
民
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
去
る
10

月
29
日
に
「
三
春
病
院
事
業
運
営
協

議
会
」
を
開
催
し
、
本
公
表
の
経
緯

と
内
容
、
今
後
の
方
針
等
に
つ
い
て

確
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

人
形
館
・
文
化
伝
承
館

冬
期
休
館
に
つ
い
て

　

三
春
郷
土
人
形
館
と
三
春
町
文
化
伝

承
館
は
、
冬
の
間
、
次
の
と
お
り
休
館

し
ま
す
。

　

各
館
で
休
館
期
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
郷
土
人
形
館

　

令
和
元
年
12
月
27
日
（
金
）
〜
令
和

２
年
２
月
28
日
（
金
）

※
三
春
だ
る
ま
市
が
開
催
さ
れ
る
１
月

19
日
（
日
）
は
、
人
形
館
も
開
館
し
ま
す
。

▼
文
化
伝
承
館

　

令
和
元
年
12
月
２
日
（
月
）
〜
令
和

２
年
２
月
28
日
（
金
）

※
文
化
伝
承
館
は
、
令
和
元
年
12
月
28

日
か
ら
令
和
２
年
１
月
１
日
を
除
い
た

土
・
日
・
祝
日
は
開
館
し
ま
す
。

▼
問　

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　

☎
62-

５
２
６
３

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３
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町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
　町の「けんしん」を受けられるのは12月28日までです。まだ受けていない方は早めにご予約ください。

◎受けられる「けんしん」の種類

　特定健診、肺がん・大腸がん・胃がん（内視鏡）検診、胃がんリスク検診、乳がん検診、子宮頸がん検診

※詳細は『三春町成人けんしんガイド』をご確認いただき、ご不明な点はお問い合わせください。

　三春町保健福祉課　☎ 62-5110

≪三春病院で受診する場合≫

◎健診実施曜日（※完全予約制　予約専用ダイヤル ☎ 73-8155）

▷特定健診、肺がん・大腸がん・胃がん（内視鏡）検診、胃がんリスク検診：毎週月・木・土曜 午前

▷乳がん検診：金曜 午前（第４金曜のみ午後）

▷子宮頸がん検診：第２・第４土曜 午後

※健診当日は健康保険証・総合健診受診録・受診券・負担金等をお持ちください。

※予約受付数には限りがあり、先着順のためご希望に添えないことがありますのでゆ

　とりを持ってお申し込みください。

今年度の特定健診・がん検診はお済みですか？

　第３木曜日を休診としておりましたが令和２年１月より毎週木曜日の午前は診療を行い、毎週土曜日

午後は休診となります。新しい診療体制は下記のとおりです。

○詳しくは三春病院ホームページの「外来診療担当医表」をご覧ください。

令和２年１月より診療体制が変わります

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。

▶開催日時　▷ 12月５日（木）　午前 10時～正午　　▷令和２年１月９日（木）　午前 10時～正午

▶場　　所　三春病院１階健診室前

▶内　　容　▷身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ

　　　　　　▷健康に関する 20分程度のミニ講座

　　　　　　　12 月 「風疹について」／令和２年１月 「認知症についてⅡ」

▶参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）

※医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。

オレンジカフェ☆さくら

　12月のキラキラ☆健康広場はお休みです。

　次回は１月 21日「笑って年明け、笑いヨガ」をテーマに開催予定です。

▶場　所　三春町敬老園

▶　問　　三春町敬老園　☎ 62-3618
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◆
今
年
度
は
小
文
化
祭
を
開
催
！

　

３
年
に
一
度
の
大
文
化
祭
を
昨
年
度
実
施

し
た
の
で
、
今
年
度
は
小
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

運
動
部
の
活
躍
が
目
立
つ
本
校
で
す
が
、

文
化
部
の
吹
奏
楽
部
、
合
唱
部
、
演
劇
部
、

ギ
タ
ー
愛
好
会
、
数
学
部
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
、
華
道

部
、
写
真
部
、
理
科
部
、
美
術
部
、
３
年
生

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
の
各
団
体
が
、
日
頃
の
活

動
成
果
を
見
事
な
展
示
や
発
表
で
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
文
化
系
の
活
動
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
い
生
徒
た
ち
に
も
大
変
好

評
で
、
各
部
の
展
示
・
発
表
に
積
極
的
に
足

を
運
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
全
校
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ク
ラ
ス

対
抗
の
「
こ
の
人
だ
〜
れ
」
「
○
×
ク
イ
ズ
」

が
行
わ
れ
、
先
生
方
の
幼
少
期
の
写
真
が
登

場
す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、

盛
況
の
ま
ま
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
念
入
り
な

準
備
と
運
営
・
発
表
な
ど
を
頑
張
っ
て
く
れ

た
生
徒
会
役
員
と
各
団
体
の
皆
さ
ん
、
た
い

へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◆
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部

定
期
演
奏
会
開
催

　

10
月
20
日
、
田
村
市
文
化
ホ
ー
ル
で
吹
奏

楽
部
の
定
期
演
奏
会
、
11
月
４
日
は
三
春
交

流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
で
合
唱
部
の
定
期
演
奏

会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。
台
風
の
影

響
で
磐
越
東
線
が
不
通
に
な
り
、
直
前
練
習

や
土
日
の
活
動
な
ど
に
支
障
が
出
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
皆
様
や
関
係
の
皆
様
の
お
か

げ
で
無
事
に
開
催
で
き
、
部
員
た
ち
も
感
謝

の
気
持
ち
を
精
一
杯
の
演
奏
で
応
え
、
素
晴

ら
し
い
演
奏
会
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
協
力
、
協
賛
し
て
い
た
だ

い
た
関
係
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

華道にALTファティマも挑戦（手前から○番目の作品）

若かりし先生方の写真を見て盛り上がる生徒たち

リズミカルで迫力ある演奏の吹奏楽部

美しいハーモニーを奏でた合唱部

百人一首かるたで真剣バトル！
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◆
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
男
子
が

９
年
ぶ
り
22
回
目
の
出
場
決
定
！

　

10
月
24
日
、
全
国
高
校
駅
伝
県
予
選
会
が

猪
苗
代
町
で
男
子
７
区
間
42
・
１
９
５
㎞
、

女
子
５
区
間
21
・
０
９
７
５
㎞
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
駅
伝
の
伝
統
校
と
し
て
選
手
た
ち
は

優
勝
を
目
指
し
、
毎
日
ハ
ー
ド
な
練
習
や
合

宿
を
重
ね
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
学

法
石
川
高
校
の
壁
は
高
く
、
残
念
な
が
ら
男

女
と
も
２
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
11
月
７
日
に
山
形
県
で
行
わ
れ

た
東
北
大
会
に
お
い
て
、
男
子
は
東
北
各
県

の
代
表
校
を
除
く
最
上
位
と
な
り
、
東
北
に

与
え
ら
れ
た
記
念
枠
で
９
年
ぶ
り
22
回
目
と

な
る
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
12
月
22
日
（
日
）
に
京
都
市

で
行
わ
れ
ま
す
。
同
窓
生
や
町
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
熱
い
声
援
と
激
励
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

皆さんの応援が力に！頑張れ田高！

田高プライド！全力の走り！



広報みはる
令和元年 12月号

研究の現場を見てみよう！

　原発事故から８年半が過ぎ、住宅地、学校などの公共施設、農地などでは

除染が進み、空間線量の値は低下しました。しかし、山林、河川などについ

ては、大部分は未除染のままとなっています。事故当初、山林の放射性セシ

ウムは主に樹木の葉や落葉に含まれていましたが、落葉や降雨などにより、

徐々に土壌に移っています。山林土壌の放射性セシウムの大部分はその場に

留まると考えられていますが、大雨時、その一部は土砂と共に河川に運ばれ

て、ダム湖に沈み、底泥中に溜まります。しかし、今後、この底泥中の放射

性セシウムが湖水に溶け出し、ダム湖や下流の水質、水棲生物への影響が長

引くことが心配されます。

○ダム湖の底に溜まる泥の放射性セシウムの分析

◎国立研究開発法人国立環境研究所　福島支部

　環境影響評価研究室　武地誠一さん

　「東北の小鎌倉」三春町に住んで 30年になります。歴史と自然と文化の匂う街並

み、木漏れ日にたたずむカフェの似合う街を期待しています。

※ イベントの詳細はコミュタン福島ホームページをご覧ください。　https://com-fukushima.jp/
※ 環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
　 詳しくは「三春町町営バス時刻表（平成30年１月４日改正）」をご覧ください。

コミュタン福島　12月イベント情報

◆１日（日）　　　　　　     身の周りの放射線を測定してみよう！ [ ｺﾐｭﾀﾝﾗﾎﾞ ]

　　　　　　　　　　　　　 つみきで創作しよう！ [ ｺﾐｭﾀﾝひろば ]

◆７日（土）・８日（日）       割りばしで工作をしよう！ [ ｺﾐｭﾀﾝｸﾗﾌﾄ ]

　　　　　　　　　　　　    理科自由研究作品展 at コミュタン福島

◆８日（日）　　　　　　      理科自由研究発表会 at コミュタン福島

◆14日（土）・15日（日）　どうして地球が温暖化するか確認してみよう！ [ ｺﾐｭﾀﾝﾗﾎﾞ ]

　　　　　　　　　　　　　  広告チラシでクリスマスリースをつくろう！ [ ｺﾐｭﾀﾝｸﾗﾌﾄ ]

◆ 21日（土）・22日（日）　ロケットが飛ぶ秘密に迫ろう！ [ ｻｲｴﾝｽｼｮｰ ]

　　　　　　　　　　　　　  紙すきでクリスマスカードやお正月ハガキをつくろう！ [ ｺﾐｭﾀﾝﾗﾎﾞ ]

　　　　　　　　　　　　　  傘袋でロケットをつくろう！ [ ｺﾐｭﾀﾝひろば ]

◆ 24日（火）・25日（水）　クリスマスツリーを黄道12星座で彩ろう！ [ ﾃｰﾌﾞﾙｻｲｴﾝｽ ]

　　　　　　　　　　　　　  クリスマス エコキャンドルをつくろう！ [ ｺﾐｭﾀﾝｸﾗﾌﾄ ]

　　　　　　　　　　　　　  いろいろな折り紙に挑戦しよう！ [ ｺﾐｭﾀﾝひろば ]

◆国立科学博物館巡回展「琉球の植物」in コミュタン福島

　令和元年 12 月 17 日（火）～令和 2年 1月 13日（月・祝）

〇12月 29日（日）～1月３日（金）は休館になります。

◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映

国立環境研究所福島支部で行っている研究内容について紹介します。

横川ダム湖調査の様子

　このため、私たちは南相馬市太田川の横川ダム湖の底に溜まる泥（底質といいます）の放射性セシウムを分

析し、その環境に与える影響を調査・研究しています。
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広報みはる
令和元年 12月号

　10月 30日、三春交流館「まほらホール」において、「町小 ･中学校音楽祭」が開催されました。全員による「栄

えよ三春」（町民歌）の大合唱、その後、各学校による合唱の発表や合奏の演奏が披露されました。東京オリンピッ

ク・パラリンピック応援ソング「パプリカ」やアニメソングなど子どもたちにとってなじみ深い曲から懐かしの

メロディーまで、それぞれの学校ごとに趣向を凝らしたすばらしい発表でした。

中妻小学校 中郷小学校

岩江小学校 岩江中学校

御木沢小学校

沢石小学校 三春中学校

参加者全員で合唱「翼をください」：指揮 三春中３年佐久間羽音さん

17

三春小学校

三春小４年 三條太土さんによる

交歓の言葉



広報みはる
令和元年 12月号

　新春恒例の「三春だるま市」が、１月 19日（第３日曜日）に、大町おまつり道路で開催されます。当日は、大

町太鼓保存会の皆さんによる「三春太鼓」や高柴デコ屋敷の皆さんによる「ひょっとこ祝い踊り」の披露、古だる

ま回収などが行われます。詳しくは、広報みはる１月号でお知らせします。

▶日時　１月 19日（日）　午前 10時～午後５時

▶場所　大町おまつり道路

★募集！希望の一文字を当てよう！
　毎年行われる特大だるまへの「希望の一文字」の書き入れ。平成 22 年から平

成 28 年まで選ばれた一文字を用い「根を発し、地を興す破竹の生」という七言

の一句が完成しました。

　新たな七言の句が平成29年の「夢」から始まり、昨年は「遇」です。これに続く「希

望の一文字」を今年も予想していただきます。（ヒント：ある特定の人間を意味す

る言葉である。最近はあまり見かけないが、理由はよく分からない。能楽の世界

では、探すと見当たらず、遇うことを諦めた頃に出逢う存在とも言われる。）見事

正解された方の中から抽選で８名様に「希望の一文字」入りだるまをプレゼント

させていただきます。一文字の発表は、１月 19 日に行われる三春だるま市にお

いて披露されますのでぜひお越しください。

▶応募方法　応募用紙に予想する「希望の一文字」を書き入れファッ

クス、郵送でお送りいただくか、（株）三春まちづくり公社／みはる

観光協会へ持参してください。詳しくは、Find! 三春ホームページ

（http://miharukoma.com/）をご覧ください。

▶応募締切　１月 12日（日）

★同時開催！「愛姫MEGOHIME」第２話公開イベント！
　愛姫 PRアニメーション「愛姫MEGOHIME」第２話の完成を記念した公開イベント

を開催します。キャスト声優で愛姫役の東山奈央さん、政宗役の下野紘さんをゲスト

に迎え、「愛姫MEGOHIME」第２話作品の上映会とトークショーを行います。

　新春恒例の三春だるま市との同時開催です。愛姫MEGOHIME と三春だるま市で、

三春の１年の福を皆さんにお届けします。

◎アニメーション公開イベント

▶日　時　１月 19日（日）　午後１時 30分～／午後３時 30分～

▶場　所　三春交流館まほら「まほらホール」

▶入場料　無料（入場整理券の事前配布あり）

※当日の入場整理券配布などのイベント詳細は、愛姫特設ウェブページ

　（http://miharu-megohime.com/）をご覧ください。

令和２年三春だるま市が開催されます

平成 31年希望の一文字「遇」

愛姫MEGOHIME第１話のワンシーン ３月に行った公開イベント
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このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではのアツい話題などを

ピックアップしてお伝えしています。

広報みはる
令和元年 12月号

　元三春町文化財保護審議会会長の佐久間信次さん（山中）が、福島県教育

委員会より文化財保護功労者として、表彰されました。佐久間さんは、町文

化財保護審議会の委員を 52 年間にわたって務めたほか、県教育委員会の文

化財保護指導委員を 15 年間務め、現在も中妻文化財を守る会の顧問として

活躍しています。こうした地域の文化財保護に対する功績により、今回の表

彰となりました。長年にわたり、ありがとうございました。

　渡辺盛雄さん（富沢・写真左）、𣘺本光男さん（渋池・写真右）が令和元

年度田村地方統計協会長表彰を受賞され、10 月 30 日に、三春町役場にて表

彰伝達が行われました。

　この表彰は、統計調査事務に５年以上従事し、特に成績優秀と認められた

方に贈られるものです。受賞おめでとうございます。

　𣘺本清二さん（平沢）が令和元年度福島県統計協会名誉会長表彰を受賞さ

れ、11 月 12 日に福島市にて表彰式が行われました。

　この表彰は、統計調査事務に７年以上従事し、特に成績優秀と認められた

方に贈られるものです。受賞おめでとうございます。

　鴫原ジンさん（渋池）が、第 26 回「鉄道の日」東北運輸局長表彰を、鉄

道をめぐる一般協力者として受賞されました。この表彰は、駅等鉄道施設の

環境整備に概ね６年以上尽力され、清潔で明るい駅のイメージ作りに協力さ

れた方々に贈られるものです。

　鴫原さんは、三春駅構内に多年にわたり四季折々の生け花や鉢植えの展示

を行い、駅の環境美化に大きく貢献されました。受賞おめでとうございます。

　10 月７日、郡山市中央公民館多目的ホールで、一般社団法人日本クラシック音楽協会主催の第 29 回

日本クラシック音楽コンクール福島地区本選会が開催されました。

　この大会のピアノ部門小学校高学年の部に出場した小野寺佳音さん（三春小５年）は、日ごろの練習

の成果を発揮され、見事「優秀賞」を受賞し、12 月に開催される全国大会への出場権を手にしました。

受賞おめでとうございます。

　橋本みなみさん（小野高１年）が、第 40 回牛乳・乳製品料理コンクール

福島県大会で最優秀賞を受賞し、東北大会への出場権を手にしました。この

コンクールは、牛乳や乳製品を使用した料理を考案し、実際に牛乳や乳製品

を材料として１時間以内に４人分作り審査されるものです。橋本さんは、地

元三春町の特産品である三角油あげとピーマンを使ったハンバーグをカレー

ミルクスープで味わう一品を調理しました。受賞おめでとうございます。

19



広報みはる
令和元年 12月号

　10 月 29 日、東北電力株式会社郡山電力センターより、町に街路灯 20 灯

を寄贈していただきました。

　地域社会の安心・安全な明るいまちづくりのために有効に活用させていた

だきます。ありがとうございました。

　11 月５日、御木沢まちづくり協会の皆さんが三春町役場を訪れ、11 月４

日に行われた「第 18 回御木沢地区文化祭」における募金を寄附していただ

きました。ありがとうございました。

　10 月 24 日、第 10 回田村地方交通安全大会が、田村市文化センターで開催されました。大会は、各種交通功労者への表彰に

続き、中郷小学校６年生の白岩俊太朗さんが「高齢者による交通事故をなくすために僕が考えたこと」と題して交通安全意見

発表を行いました。町の各賞の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

◎全日本交通安全協会長表彰 交通栄誉賞「緑十字銅賞」

▶交通安全功労者　大内春幸　　　▶優良運転者　大澤英昭／佐久間ミエ子

◎福島県警察本部長・福島県交通安全協会長連名表彰

▶交通安全功労者　丹伊田市雄　　▶優良運転者　大内大助／宗像美

◎田村地方交通安全対策推進協議会長・田村警察署長・田村地区交通安全協会長連名表彰

▶交通安全功労者　岩崎正幸／佐久間良一／伊藤徳男／桒山トミ子

▶優 良 運 転 者 　橋本聡／本田儀勇／石井妙子／佐久間和子／冨田奈津絵／橋本辰巳／影山喜信／吉田正二

▶交通安全優良校　三春町第２保育所

▶交通安全優良団体　田村地区交通安全協会三春支部荒町分会

◎田村警察署長・田村地区安全運転管理者協会長・安全運転管理田村事業主会長連名表彰

▶優良安全運転管理者　（有）橋本設備 橋本康之／（株）宗形工務店 宗形義一／三春の里田園生活館 松本敏彦

▶交通安全優良事業所　ＹＣＧ福島（株）／福島さくら農業協同組合桜支店

◎田村地区交通安全協会長・田村警察署長連名表彰

▶交通安全ポスターコンクール　最優秀賞　沢石小学校２年　佐久間柚月

　　　　　　　　　　　　　　　 優秀賞　岩江中学校３年　寺山　史華

　　　　　　　　　　　　　　　佳　　作　三春小学校２年　佐久間心彩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩江小学校３年　橋本かほる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩江小学校３年　七海　　心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩江小学校３年　杉本　蒼空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三春小学校５年　渡邊　篤樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中郷小学校５年　過足　春輝 意見発表をする中郷小学校 白岩俊太朗さん

　10 月 23 日から 27 日まで、町民図書館において「図書館フェスティバル

2019」を開催しました。町民図書館内や三春交流館「まほら」で、古本リユー

ス市、秋のとしょかん福袋、布絵本講習会、特別おはなし会と、さまざまな

イベントを行いました。おはなし会に参加した子どもたちは、図書館ボラン

ティアや職員による大きな絵本の読み聞かせなどを楽しんでいました。

（写真上・特別おはなし会のようす／写真下・布絵本講習会のようす）
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広報みはる
令和元年 12月号

　11月２日、児童クラブ「わんぱくクラブ」にて、児童の家庭

や地域の老人クラブの方とのもちつき交流会を行いました。交

流会では、まずおじいさん・おばあさんからメンコ・お手玉・

将棋など、昔から伝わる伝統の遊びを児童たちが教わり、楽し

く遊び交流を深めました。続いて保護者と高齢者がきねでもち

をつき、子どもたちは、千本きねで元気な掛け声とともにもち

つきを行いました。その後、つきたての餅は、保護者により雑煮、

きな粉・あんこ・納豆もちなどに調理され、全員で会食しました。

　犯罪や非行からの立ち直りを支援する「社会を明るくする運動」の一環として行われている、田

村地区小中学生の作文コンテストの表彰式と発表会が、10 月 30 日にまほらホールで開催されまし

た。中学校の部においては、三春中学校３年の松井彩伽さんが最優秀賞に選ばれました。（敬称略）

◎小学校の部

▶最優秀賞

　未来へつなげて　　　　　　小野新町小６年　吉田　莉桜

▶優秀賞

　素敵な小野町にするために　夏井第一小６年　橋本　弥稀

　地域の力で支え合おう　　　瀬川小６年　　　三瓶　朋華

◎中学校の部

▶最優秀賞

　優しさを感じる社会へ　　　三春中３年　　　松井　彩伽

▶優秀賞

　犯罪がない未来へ　　　　　船引中３年　　　村上　　桃

　犯罪を減らすために　　　　船引南中３年　　國分結里愛

作文を発表する松井彩伽さん

11 月 1日、添田直彦教育長が就任しました。これにより、三春町

教育委員会は次のような構成になります。（敬称略）

【三春町教育委員会委員構成】

◆教育長　添田直彦（郡山市）

◆教育長職務代理者　渡辺勉（御祭）

◆委員　宗像俊樹（一本松）／宮田美穂（御免町）／太田文枝（桜ケ丘）

【教育長あいさつ】　「教育立町」を標榜する三春の教育の充実伸展のために、誠心誠意努めて参り

たいと考えております。学校・家庭・地域社会のきずなを深め、令和の時代の三春の教育をすべ

ての皆さんの力で推進していきたいと願っております。ご指導・ご支援をお願い申し上げます。

　髙橋正美教育長が任期満了により、令和元年 10月 31 日をもって退任されました。髙橋氏は平

成 28年 11 月に三春町教育委員会教育長に就任し、豊富な経験を活かし学校教育や社会教育の振

興に尽力され、三春町の教育行政の進展に寄与されました。

新教育長の就任について

髙橋教育長が退任されました
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　11 月 17 日、保健センターにおいて、三春町聴力障害者会

の主催で開かれました。

　４つのコーナーで、それぞれ「手話を学ぼう（簡単な手話

講座）」「手話で遊ぼう（ゲームやクイズ）」「聴覚障害体験」「手

話を学ぶ本や障害者への支援活動の展示」が行われました。

　参加者は、表情豊かな手話にふれ、楽しみながら体験して、

手話と聴覚障害について学びました。

（写真左・司会の手話に注目する参加者／写真右・手話で伝言ゲーム）



三春ミニバスケットボールスポーツ少年団紹介
　結成 12 年目の三春ミニバスは、バスケットボールというスポーツに取り

組み、チームプレイや団体行動を通じて、礼儀・挨拶・規律を学んでいます。

　男女合わせて27名の団員は、元気で思いやりのある明るい子どもたちです。

バスケットのおもしろさを学びながら、反射神経や持久力のある体力がつく

子に育っています。

　団員募集は、随時行っています。お気軽に体験に来てください。

▶活動日時・場所

▷火曜・木曜　午後 7時～ 9時　三春町民第 2体育館

▷土曜　午後 1時～ 5時　三春町民第 2体育館

▶問い合わせ方法　電話またはメール

主 な 施 設 の 休 館 日

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務

▶

▶

広報みはる
令和元年 12月号

令和元年度青少年健全育成標語が決定しました
　三春町青少年問題協議会主催による青少年健全育成標語コンクール審査会

が 11月６日に開催されました。

　町内各中学校から 80点の標語が寄せられ、12名の生徒の皆さんの作品が

選ばれました。入選作品と入選者は、次のとおりです。

【入選作品】（入選者名・学校名）※ 敬称略

★ 何事も　ネットに頼る　悪い癖　　　　　　　根本みな（三春中学校３年）

★ あいさつで　つながる広がる　笑顔の輪　　八木原悠里（三春中学校３年）

★ このまちを　我らが守る　地域の輪　　　　　遠藤孝雄（三春中学校３年）

★ 危険薬物　幸福一瞬　後悔一生　　　　　　　川田慧祐（三春中学校２年）

★ 気伝えよう　感謝の気持ちと　ごめんなさい　鈴木貴博（三春中学校２年）

★ 元気よく　明るい挨拶　笑顔咲く　　　　　　千葉真楓（三春中学校２年）

★ 相手の目　しっかり見つめて　あいさつを　　過足愛菜（三春中学校１年）

★ 世界へと　つながるスマホ　要注意　　　　　　安達唯（三春中学校１年）

★ スマホ見て　昨日の夜ふかし　悔やむ今日　　鈴木希愛（岩江中学校３年）

★ ＳＮＳ　画面の向こうに　罠がある　　　　古川ひなた（岩江中学校３年）

★ あいさつは　笑顔になれる　あいことば　　　野上春斗（岩江中学校２年）

★ たくさんの　笑顔あふれる　三春町　　　　　　栗山梓（岩江中学校１年）

※入選作品は、令和２年１月から１年間にわたり毎月１作品ずつ「広報みはる」

に掲載します。
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M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 12 月～令和２年１月 13日のイベント情報 ◆◆◆ ～掲載のご希望は三春交流館「まほら」までお願いします～

広報みはる
令和元年 12月号

自然観察ステーション イベント情報

～参加希望の方は事前にご連絡ください～
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〈町民図書館　☎62-3375　FAX61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎62-0555〉

〈子育て支援課　☎62-0055　FAX62-3232〉

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～正午／午後1時～3時

今月の行事をお知らせします

　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。

　詳しい内容はお問い合わせください。

〈児童生活センター　☎62-8666　FAX62-8669〉
★ 参加申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。（☎62-8666）

広報みはる
令和元年 12月号
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子
ど
も
・
親
子

☎…電話番号（記載のないものは市外局番 0247）　　FAX…ファックス　　HP…ホームページ　　まほら…三春交流館「まほら」

タイトル下にQRコードがある場合…読み取ると記事の詳しい情報をご覧いただけます！
広報みはる

令和元年 12月号

　

ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
の
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
助
産
師
や
保
健
師
に
相
談
し

た
り
同
じ
子
育
て
を
し
て
い
る
方
と

お
話
が
で
き
ま
す
。

日
時 

12
月
12
日

（木） 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

内
容 

産
前
産
後
の
健
康
相
談
／
乳

房
ケ
ア
／
授
乳
に
つ
い
て
の
相
談
／

赤
ち
ゃ
ん
の
身
長
・
体
重
の
発
育
確

認
／
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

つ
い
て
の
相
談
／
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん

と
の
遊
び
の
紹
介
）

対
象 

現
在
妊
娠
中
ま
た
は
産
後
１

年
以
内
の
方

持
参
物 

母
子
手
帳
、
タ
オ
ル
、
粉

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
に

必
要
な
物

☆
参
加
無
料
／
参
加
す
る
場
合
は
２

日
前
ま
で
（
休
日
の
場
合
そ
の
前
日

ま
で
）
に
申
込
／
赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟

が
一
緒
の
場
合
は
申
込
時
に
名
前
や

年
齢
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

申
込
・
問

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
62-

０
０
５
５ 　

62-

３
２
３
２

FAX

　

公
認
心
理
師
の
先
生
が
町
内
の
保

育
所
・
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
ほ
か
、

子
育
て
の
こ
と
、
子
ど
も
の
発
達
の

こ
と
な
ど
の
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相
談
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
日
の
２
日

前
ま
で
（
休
日
の
場
合
そ
の
前
日
ま

で
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
公
認
心
理
師

①
12
月
18
日

（水） 

横
山
美
香
先
生

②
12
月
26
日

（木） 

久
保
木
優
紀
先
生

午
前
９
時
10
分
〜
10
時
10
分

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問

子
育
て
支
援
課 
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
62-

０
０
５
５ 　

62-

３
２
３
２

FAX

　

三
春
町
で
は
３
つ
の
育
児
サ
ー
ク

ル
が
活
動
し
て
お
り
、
未
就
園
児
の

親
子
を
中
心
に
、
季
節
に
あ
っ
た
行

事
や
親
子
体
操
、
人
形
劇
鑑
賞
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

各
サ
ー
ク
ル
と
も
随
時
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
行
事
な
ど

単
発
の
参
加
も
可
。
）
お
住
ま
い
の

地
区
に
関
係
な
く
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
62-

０
０
５
５ 　

62-

３
２
３
２

FAX

日
時 

12
月
17
日

（火） 

午
前
10
時
〜

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階 

調
理
室

対
象 

生
後
１
か
月
〜
６
か
月
ま
で

の
お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護
者
の
方

内
容 

離
乳
食
作
り
（
進
め
方
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
）

持
参
物 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お

ん
ぶ
ひ
も

締
切 

12
月
13
日

（金）

募
集 

先
着
５
名

そ
の
他 

参
加
費
無
料
／
お
子
さ
ん

が
一
緒
で
も
大
丈
夫
で
す
。
参
加
申

込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
62-

０
０
５
５ 　

62-

３
２
３
２

FAX

年　

金

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
方
に
比
べ
、
老
齢

基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る

年
金
）
の
受
取
額
が
低
く
な
り
ま
す
。

（
学
生
納
付
特
例
、
納
付
猶
予
が
該

当
に
な
っ
た
期
間
は
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
追
納
で
き
る
の
は
10
年

以
内
の
免
除
等
期
間
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場

合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
原
則
古
い
月
の
も
の
か

ら
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
追
納
の
申
込
み
・
相
談
は
基
礎
年

　

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
手
元

　

に
ご
用
意
の
う
え
、
お
近
く
の
年

　

金
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

　

て
い
る
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 
☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
書
が
届

い
た
方
で
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

方
は
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
切
手

を
貼
り
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
10
月
分
か
ら

の
給
付
金
を
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

問 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
５
７
０-

05-

４
０
９
２

仕　

事

日
時 

12
月
18
日

（水）

　
　

 

午
前
10
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

場
所 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
資
格 

三
春
町
在
住
で
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
日

程
が
合
わ
な
い
方
も
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仕
事
（
例
） 

屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、

農
作
業
、
墓
地
清
掃
、
空
き
家
の
見

回
り
、
植
木
の
剪
定
、
手
工
芸
品
（
竹

細
工
、
木
工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作

と
販
売

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
62-

７
３
０
８
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 新着コーナーには、12月５日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎62-3375　FAX61-1026

『考える力を育てる

はじめてのゆびあみ』

日本ヴォーグ社

『BOOKMARK 翻訳者による海外

文学ブックガイド』金原瑞人・三

辺律子／編 CCCメディアハウス

　指だけを使う編み物「ゆびあみ」

を、子ども楽しめるよう紹介した

1冊です。クリスマスリースから

マフラーまで、簡単な手順でかわ

いい小物を作ることができます。

指を使うと、脳への良い刺激にな

ると言われます。冬本番を迎える

この季節、大人も子どももチャレ

ンジしてみてください。

　第一線で活躍する海外文学の翻

訳者たちが、みずから翻訳した本を

紹介しているブックガイドです。近

年刊行されたものを中心に、「本に

感動、映画に感激」「顔が好き」など、

ちょっとひねったテーマごとに紹

介されています。海外文学は苦手、

と言う方もぜひ、新たな本との出会

いを探してみてください。

カ
ナ
ダ
金
貨
の
謎
（
有
栖
川
有
栖
）
／
神
と
さ
ざ
な
み
の
密
室
（
市
川
憂
人
）
／
新
・
青
春
の
門 

第
九
部 

漂
流
篇
（
五
木
寛
之
）
／
お
は
ん
（
宇
野
千
代
）
／
蔓
の
端
々
（
乙
川
優
三
郎
）
／
ブ
ラ
ッ

ク
シ
ー
プ
・
キ
ー
パ
ー
（
柿
本
み
づ
ほ
）
／
定
価
の
な
い
本
（
門
井
慶
喜
）
／
逃
避
行
（
小
杉
健
治
）

／
あ
の
日
に
帰
り
た
い 

駐
在
日
記
（
小
路
幸
也
）
／
ま
ほ
り
（
高
田
大
介
）
／
競
歩
王
（
額
賀
澪
）

／
記
憶
の
盆
を
ど
り
（
町
田
康
）
／
櫂
（
宮
尾
登
美
子
）
／
ま
た
明
日
（
群
よ
う
こ
）
／
逃
亡
小
説

集
（
吉
田
修
一
）
／
ひ
と
り
で
生
き
る 

大
人
の
流
儀
９
（
伊
集
院
静
）
／
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

翻

訳
者
に
よ
る
海
外
文
学
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
（
金
原
瑞
人
・
三
辺
律
子
編
）
／
密
偵
フ
ァ
ル
コ 

最
後
の

神
託
（
リ
ン
ゼ
イ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス 

矢
沢
聖
子
訳
）
／
新
訳
ク
ト
ゥ
ル
ー
神
話
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
４ 

未

知
な
る
カ
ダ
ス
を
夢
に
求
め
て
（
Ｈ
・
Ｐ
・
ラ
ブ
ク
ラ
フ
ト 

森
瀬
繚
訳
）
／
い
や
い
や
な
が
ら
ル

パ
ン
を
生
み
出
し
た
作
家 

モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
伝
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ル 

小
林
佐
江
子
訳
）

OKMARK 翻訳者による海外る海外

読
み
物
・
文
芸

健　

康

『考える力を育てる

広報みはる
令和元年 12月号

対
象 

年
齢
が
、
概
ね
75
歳
以
上
の

運
動
制
限
の
な
い
方

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員 

35
名

FAX

申
込
・
問

保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

☎
62-
５
１
１
０ 　

62-

０
２
０
２

※
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
対
象

　

事
業
で
す
。

日
時 

12
月
11
日

（水）

　
　

 
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所 
ま
ほ
ら
１
階 

楽
屋
Ａ

対
象 

町
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒

学
生
等
も
含
む
）
／
震
災
等
の
影
響

に
よ
り
町
内
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方

実
施
内
容 

就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・

応
募
書
類
作
成
補
助

そ
の
他 

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応

援
セ
ン
タ
ー
の
専
任
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
／
相
談
費
用
無
料
／
事

前
予
約
可
（
予
約
来
場
者
優
先
と
な

り
ま
す
）
／
雇
用
保
険
受
給
者
に
は

利
用
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
・
問

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー 

郡
山
事
務
所

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
62-

３
９
６
０ 　

62-

３
３
０
０

FAX

　

毎
月
１
回
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
実

施
し
て
い
る
「 

“
お
と
う
飯
”
は
じ
め

よ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
し
、
福

島
県
で
レ
シ
ピ
を
提
供
し
て
い
る
チ
ン

ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
身
近
な
食
材
を
使
用
し
て
簡
単

で
栄
養
の
と
れ
る
料
理
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

FAX

日
時 

12
月
20
日

（金） 

午
前
10
時
30
分
〜

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費 

５
百
円

持
参
物 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
・
問

保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

☎
62-

５
１
１
０ 　

62-

０
２
０
２

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
、

定
期
の
予
防
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
、
積
極
的

に
お
勧
め
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
接

種
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
等
に
つ

い
て
十
分
理
解
し
た
上
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
名 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

（
２
価
）
／
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
（
４
価
）

対
象 

小
学
６
年
〜
高
校
１
年
相
当

の
女
子

望
ま
し
い
時
期 

中
学
１
年
生
の
期
間

回
数 

３
回

申
込
・
問

保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

☎
62-

５
１
１
０ 　

62-

０
２
０
２

FAX

26
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今
年
度
の
成
人
け
ん
し
ん
（
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
）
の
受
診
が
確
認

で
き
て
い
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
け
ん
し
ん
期
間
は
12
月
28
日
ま

で
で
す
。

　

ま
た
、
け
ん
し
ん
結
果
で
「
要
精

密
検
査
」
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
方

は
、
で
き
る
限
り
早
く
精
密
検
査
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

☎
62-

５
１
１
０ 　

62-

０
２
０
２

FAX

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

毎
月
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
高
齢

で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時 

12
月
12
日

（木）
、
26
日

（木）

　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所 

町
民
体
育
館

※
申
込
不
要
。
運
動
が
で
き
る
服
装

で
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
福
祉
課 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

☎
62-

５
１
１
０ 　

62-

０
２
０
２

FAX

　

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

参
加
し
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て

い
た
だ
く
と
、
商
品
券
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
２
０
１
９
年
分
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
交
付
申

請
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

申
請
の
件
数
が
多
く
、
決
定
ま
で
時
間

を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お

勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

受
付
期
間

第
１
次
締
切
日 

12
月
27
日

（金）

第
２
次
締
切
日 

令
和
２
年
１
月
17
日

（金）

第
３
次
締
切
日 

令
和
２
年
１
月
31
日

（金）

最
終
締
切
日 

令
和
２
年
２
月
28
日

（金）

※
土
日
祝
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所 

三
春
町
福
祉
会
館
（
南
町
１
）

申
請
方
法 

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン

ト
手
帳
（
ス
タ
ン
プ
が
10
個
以
上
）

お
よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
福

祉
会
館
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
来
所
で
き
な
い
場
合
は
代
理

FAX

人
や
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
注
意
点
…
令
和
元
年
３
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
活
動
し
た
ポ
イ

ン
ト
が
対
象
と
な
り
ま
す
／
最
終
締

切
日
を
過
ぎ
た
場
合
の
申
請
は
受
付

い
た
し
ま
せ
ん

申
請
・
問

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
62-

３
１
６
６ 　

62-

５
６
７
８

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年
を

経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器
は
、

次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う
か
が
い

交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設
置

の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交
換
が

で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、
後
日
、

担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

施
工
公
認
業
者 

（有）
橋
本
設
備
・

（有）

本
田
ポ
ン
プ
店
・

（有）
柳
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
・

（株）
三
立
設
備

交
換
手
数
料 

無
料

※
業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

蛇
口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー

が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
と
、
破
裂
や

ひ
び
割
れ
を
起
こ
し
、
貴
重
な
水
を

無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修
繕
費
用

な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら

な
い
よ
う
に
保
温
材
料
等
を
取
り
付

け
て
、
寒
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指
定
工

事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

☎
62-
２
５
０
０ 　

62-

２
６
６
６

FAX

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
年
末
年

始
に
干
支
の
郷
土
玩
具
の
ミ
ニ
展
示

を
開
催
し
ま
す
。
来
年
の
干
支
は

「
子
」
で
す
。
か
わ
い
ら
し
い
ネ
ズ

ミ
の
姿
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
13
日

（金）
〜
令
和
２
年
１
月
26
日

（日）

※
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
12
月
27
日

（金）
か
ら
令
和
２
年
１
月
３
日

（金）
ま
で

年
末
年
始
の
休
館
と
な
り
ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館

☎
62-

５
２
６
３ 　

62-

６
９
５
３

FAX

三春干支張子・子
ね

　

福
島
地
方
法
務
局
お
よ
び
福
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12
月

10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択
日
）
の

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
し
て
、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
71

回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を

中
心
に
啓
発
活
動
お
よ
び
相
談
活
動

FAX

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電

話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
電
話
番
号
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

◎
特
設
人
権
相
談
所
開
設

日
時 

12
月
10
日

（火）

 　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所 

ま
ほ
ら

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
62-

８
１
２
６ 　

62-

５
１
５
５

　

成
人
式
の
案
内
を
11
月
中
に
該
当

の
方
へ
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
案
内

状
が
届
い
て
い
な
い
方
や
住
民
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
三
春
町
の
成

人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時 

令
和
２
年
１
月
12
日

（日）

　
　

 

※
成
人
の
日
の
前
日

　

 　

受
付 

午
後
０
時
30
分

　
　

 

式
典 

午
後
１
時
30
分

場
所 

ま
ほ
ら
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

該
当
者 

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

問生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
62-

３
８
３
７ 　

62-

４
７
２
７

FAX

▼
開
会
時
期
（
予
定
）

12
月
２
日

（月）
〜
６
日

（金）

▽
定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、
11
月

29
日

（金）
の
新
聞
折
込
み
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
一
般
質
問
は
12
月
３
日

（火）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
４
階
議
場
に
入
り
き

れ
な
い
場
合
は
、
３
階
会
議
室
の
ス

ク
リ
ー
ン
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問 

議
会
事
務
局

☎
62-

８
１
２
４ 　

61-

２
３
１
０

FAX
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現
在
、
福
島
県
で
は
「
も
っ
た
い

な
い
！
食
べ
残
し
ゼ
ロ
推
進
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食

材
を
無
駄
な
く
使
い
き
り
、
お
い
し

く
食
べ
き
ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
で
実
践
し
、
も
っ
た
い
な
い

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

〜
ご
家
庭
で
〜

・
定
期
的
に
冷
蔵
庫
の
中
身
を
確
認

し
、
必
要
な
も
の
だ
け
購
入
す
る

・
食
べ
き
れ
る
量
の
み
調
理
す
る

・
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を
チ
ェ
ッ

ク
し
期
限
内
に
使
い
切
る

〜
飲
食
店
で
〜

・
苦
手
な
食
べ
も
の
が
入
っ
て
い
な

FAX

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

た
方
に
マ
イ
キ
ー
ID
設
定
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
キ
ー
ID
の
設

定
が
必
要
で
す
。

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
日
祝
等
を
除
く
）

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

受
付
場
所 

三
春
町
役
場
１
階
住
民

課
住
民
グ
ル
ー
プ
、
２
階
総
務
課
文

書
情
報
グ
ル
ー
プ

問総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
62-

８
１
２
５ 　

61-

１
１
１
０

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
62-

８
１
２
６ 　

62-

５
１
５
５

い
か
、
食
べ
き
れ
る
量
か
注
文
時
に

確
認
す
る

・
食
べ
き
れ
な
い
と
思
っ
た
と
き
は

「
小
盛
り
に
で
き
ま
す
か
？
」
と
聞
く

問 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
62-

２
１
４
７ 　

62-

５
１
５
５

FAXFAX

仮
置
場
の
空
間
線
量
測
定
値

　

現
在
、
除
去
土
壌
等
の
保
管
を
行
っ
て
い
る
北
部
三
地
区
、
北
部
三
地
区
第
２
、
三
春
地
区
、
中
妻

地
区
、
中
郷
地
区
お
よ
び
岩
江
地
区
の
仮
置
場
に
お
け
る
空
間
線
量
の
測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
下
水
な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
も
実
施
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
仮
置
場
の
井
戸
や
調
整
池

な
ど
、
い
ず
れ
も
基
準
値
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
単
位
：
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
）

※
仮
置
場
平
場
周
り
な
ど
の
数
か
所
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

◆ 中妻地区仮置場 ◆ 北部三地区仮置場

◆ 三春地区仮置場

◆ 中郷地区仮置場

◆ 岩江地区仮置場

◆ 北部三地区第２仮置場
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イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
希

望
す
る
町
民
、
事
業
者
の
方
に
装
飾

の
無
料
貸
出
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
・
個
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
出
物 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
１
０
０
球

全
長
約
8.6
ｍ
（
電
球
部
分
約
5.9
ｍ
／

色
は
白
か
ピ
ン
ク
）

貸
出
期
間

11
月
18
日
〜
令
和
２
年
１
月
17
日

（金）

お
願
い 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
屋

外
の
人
目
に
付
く
場
所
に
設
置
し
、

屋
外
に
コ
ン
セ
ン
ト
部
分
を
置
く
場

合
は
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
等
で
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
政
策
課 

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
62-

１
１
２
２ 　

61-

１
１
１
０

FAX
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▼ ごみの収集・持込カレンダー
◎
ご
み
の
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集

は
、
各
地
区
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お

手
元
の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご

み
を
持
ち
込
む
場
合

▼
年
末 

12
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
12
月
の
日
曜
開
放
日
は
【
第

３
日
曜
日
と
前
日
の
土
曜
日
】

で
は
な
く
、
第
４
日
曜
日
と
前

◎
12
月
28
日
（
土
）
〜
令
和
２

年
１
月
５
日
（
日
）
休
み

◎
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
通
常

ど
お
り
の
窓
口
業
務

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証

明
書
交
付
に
つ
い
て
も
12
月

29
日
（
日
）
か
ら
令
和
２
年
１

月
３
日
（
金
）
ま
で
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

◎
年
末 

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
年
末
は
込
み
合
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
年
始 

１
月
６
日
（
月
）
か
ら

★
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
願
い

▽
各
種
業
務
（
し
尿
く
み
取

り
業
務
、
浄
化
槽
保
守
点
検

管
理
業
務
・
浄
化
槽
清
掃
業

務
等
）
時
に
留
守
等
に
よ
り
、

手
数
料
の
お
支
払
い
が
未
納

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
業
務
終
了
時
に

作
業
員
が
お
渡
し
若
し
く
は

ご
自
宅
に
投
函
し
て
い
く
請

求
書
に
よ
り
、
各
自
田
村
市
、

三
春
町
、
小
野
町
の
金
融
機

関
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ

く
か
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
12
月
29
日
（
日
）
〜
令
和
２

年
１
月
５
日
（
日
）
休
み

◎
年
末
年
始
の
休
業
日
以
外
は

日
曜
日
と
祝
日
が
休
業
日
で
す
。

▼
問

　

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

日
の
土
曜
日
﹇
21
日
（
土
）
、

22
日
（
日
）
﹈
に
な
り
ま
す
。

▼
年
始 

１
月
６
日
（
月
）
か
ら

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
年
末
年
始
の
時
期
は
、
ご
み

が
収
集
さ
れ
た
後
に
出
さ
れ
る

こ
と
が
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
は
収
集
予
定
日
の
朝

８
時
30
分
ま
で
に
指
定
さ
れ
た

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
最
近
ご
み
袋
を
し
ば
ら
な

い
で
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
み
袋

は
キ
チ
ン
と
し
ば
っ
て
出
し

ま
し
ょ
う
。

▽
台
風
19
号
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
例
年
よ
り
ご
み
の
量
が

増
え
て
い
ま
す
。
紙
類
な
ど

資
源
の
分
別
や
生
ご
み
の
水

切
り
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
ご
み
減
量
分

別
ガ
イ
ド
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

▽
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

▽
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

６
１
２
３

　

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続

き
は
、
金
融
機
関
に
申
込
み

用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
。
（
田
村

市
・
三
春
町
・
小
野
町
の
金

融
機
関
の
み
）

▽
ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に

は
、
し
尿
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
の

混
入
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▽
台
所
で
洗
浄
の
際
、
皿
な

ど
の
油
汚
れ
等
は
い
っ
た
ん

紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら

洗
浄
し
、
ま
た
、
米
の
と
ぎ

汁
等
は
庭
木
な
ど
の
肥
料
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問

　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

１
２
７
２

○
戸
籍
届
書
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
休
日
中
も
宿
直
室
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
問

▽
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

▽
税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
３
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５
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　住民基本台帳を閲覧するために、閲覧できる者と目的、手続き方法などが厳格に規定されています。そ

のため不正な閲覧や目的外利用・第三者提供を抑止することを目的に公表制度が設けられています。

　住民基本台帳法第 11条第 3項および第 11条の 2第 12項に基づき、次のとおり閲覧状況を公表します。

１　公表対象期間　平成 30年 11月１日～令和元年 10月 31日

２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第 11条の 2第 12項に基づく公表分）

（１）国または地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第 11条第 3項に基づく公表分）

住民基本台帳の閲覧状況の公表

　

ス
、
ら
が
な
じ
感
に
近
身
を
然
自

り
滑
を
デ
ン
レ
ゲ
く
し
楽
て
し
得
習

時
日

月
１
年
２
和
令

19
日
（日）
（

、
）
回
１
第

月
２

16
日
（日）
（

）
回
２
第

時
７
前
午

30
分

30

分

）
定
予
（
着
帰所

場

 

沼

　
　

 

（

）
尻
沼
町
代
苗
猪

合
集

 

町

場
車
駐
ド
ン
ウ
ラ
グ
営

象
対

 

三

、
者
学
在
・
勤
在
・
住
在
町
春

員
団

料
加
参

 

５

円
百

　
　

 　

）
額
同
も
ど
子
・
人
大
（

伴
同
者
護
保
は
児
学
就
未
※

　

）
料
無
は
合
場
の
み
の
伴
同
（

フ
リ
・
金
料
ル
タ
ン
レ
・
代
食
昼
※

。
す
ま
り
な
と
別
は
代
ト

集
募

 

30
名

切
締

 

令

月
１
年
２
和

14
日
（火）

※

時
９
前
午
く
除
を
日
館
休
ら
ほ
ま

切
締
第
次
り
な
に
員
定
・
順
着
先
※

法
方
込
申

 

ま

申
加
参
の
付
備
ら
ほ

加
参
、
し
入
記
を
項
事
要
必
に
書
込

て
え
添
を
等
料
ル
タ
ン
レ
び
よ
お
料

。
い
さ
だ
く
み
込
し
申
お
へ
ら
ほ
ま

催
主

 

三

春
三
、
会
員
委
育
教
町
春

問
・
込
申

課
習
学
涯
生

 

社

育
体
会

☎
62-

７
３
８
３

 　

62-

７
２
７
４

FAX
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て
し
結
締
を
市
都
妹
姉
と
町
春
三

市
ク
イ
レ
ス
イ
ラ
の
カ
リ
メ
ア
る
い

の
へ
校
高
ク
イ
レ
ス
イ
ラ
、
る
あ
に

。
す
ま
し
集
募
を
生
学
留
換
交

　

国
町
春
三
と
会
員
委
育
教
町
春
三

で
ま
れ
こ
、
は
会
協
流
交
際

37
名
の

。
た
し
ま
し
遣
派
を
生
学
留

　

学
留
が
生
年
２
校
高
村
田
、
在
現

　

で
外
海
、
け
つ
に
身
を
覚
感
際
国

。
す
で
会
機
る
き
で
が
験
体
活
生
の

。
す
ま
い
て
し
ち
待
お
を
募
応

間
期
学
留

 

令約
（
月
６
年
３

10
か

）
月

先
学
留

 

ア

校
高
ク
イ
レ
ス
イ
ラ
州
ン
シ
ン
コ

象
対

 

三

田
と
生
校
高
の
住
在
町
春

生
校
高
村

数
人
集
募

 

２
名

切
締

 

12
月
26
日
（木）

提

類
書
出

 

申

市
（
機
動
望
志
、
書
請

任
担
、
）
度
程
枚
２
紙
用
稿
原
の
販

見
所

考
選

 

書

お
験
試
記
筆
に
後
査
審
類

）
旬
下
月
１
（
接
面
び
よ

用
費

 

留

費
通
交
復
往
・
き
続
手
学

等
95
万

り
よ
に
動
変
替
為
（
度
程
円

）
。
す
ま
り
わ
変

度
程
ル
ド
０
５
２

訳
内
用
費
考
参
び
よ
お
紙
用
請
申
※

お
。
す
ま
り
あ
に
ら
ほ
ま
、
は
ど
な

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
に
軽
気

問
・
込
申

課
習
学
涯
生

 

生

習
学
涯

☎
62-

７
３
８
３

 　

62-

７
２
７
４

☆

校
高
ク
イ
レ
ス
イ
ラ

　

れ
入
け
受
を
生
学
留
ら
か
ど
な
ン
チ

。
す
ま
い
て

　

受
を
談
相
の
生
学
留
、
は
で
校
高

動
活
に
緒
一
が
徒
生
の
ブ
ラ
ク
ル
ナ

。
す
ま
れ
く
て
し

FAX
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季
輝
田
秋
と
介
野
上
良
吉

　

禄
元

15
年

）
２
０
７
１
（

12
月

14
日

、
は
人
七
十
四
士
浪
穂
赤
、

吉き

良ら

上
ず
う
こ

野の
け

介け
す

義し
よ

央さ
ひ

入
ち
討
に
邸

浅
・
君
主
き
亡
、
り

の

さ

あ

匠
内
野

み
か
の
み
く
た

頭

長が
な

矩り
の

。
す
ま
し
た
果
を
ち
討
仇
の

後
、
れ
ば
呼
と
件
事
穂
赤
は
れ
こ

ビ
レ
テ
、
て
し
と
」
蔵
臣
忠
「
年

ら
じ
演
で
ど
な
劇
演
や
マ
ラ
ド

。
す
で
目
演
の
気
人
お
な
今
、
れ

　

る
入
ち
討
が
ち
た
士
浪
、
て
さ

禄
元
の
前
年

14
年

月
３

14
日

江
、

、
で
下
廊
之
松
の
殿
御
丸
本
城
戸

り
切
ら
か
後
背
を
良
吉
が
野
浅

と
こ
た
し
こ
起
を
件
事
る
か
か

。
す
ま
り
よ
に

　

は
良
吉
、
時
当
た
き
起
が
件
事

統
を
待
接
の
者
使
の
ら
か
廷
朝

勅
は
野
浅
、
り
あ
に
場
立
る
す
括

使し

饗

応う
お

役く
や

佐
補
の
良
吉
て
し
と

　

た
し
こ
起
き
引
を
件
事
傷
刃
で

綱
川
徳
軍
将
の
時
、
し
対
に
野
浅

命
を
腹
切
日
即
、
し
怒
激
は
吉

州
播
る
め
務
を
主
藩
が
野
浅
、
じ

家
野
浅
穂
赤
）
県
庫
兵
の
在
現
（

に
う
よ
す
渡
け
明
も
城
、
易
改
は

吉
、
し
対
に
れ
こ
。
た
し
ま
じ
命

反
は
ち
た
臣
家
家
野
浅
に
と
こ

大
、
し
発

し

い

お

お

蔵
内
石

け
す
の
ら
く

し
と
心
中
を
助

な
つ
に
り
入
ち
討
の
末
年
翌
て

　

代
３
主
藩
春
三
、
で
ろ
こ
と

年
７
宝
延
、
は
季
輝
田
秋
の

を
役
応
饗
使
勅
に
）
９
７
６
１
（

遊
舟
の
で
川
田
墨
。
た
し
ま
め
勤

絵
の
時
当
た
い
描
を
子
様
の
び

じ
同
が
季
輝
と
介
野
上
良
吉
た

。
す
ま
い問 

歴

館
料
資
俗
民
史

 　

☎
62-

３
６
２
５

 　
　

62-

３
５
９
６

季
成
神
、
で
内
ム
ラ
コ
民
歴
の
回
前
※

介
紹
ご
と
）
ち
き
え
す
り
な
ん
か
（
吉

」
し
よ
え
す
り
な
ん
か
「
、
が
た
し
ま
し

ま
り
な
と
方
み
読
の
前
名
お
い
し
正
が

た
い
を
正
訂
、
げ
上
し
申
び
詫
お
。
す

。
す
ま
し

右から３番目「秋田内記」、10番目「吉良上野之介」
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々
方
た
い
だ
た
い
て
し

（
10
月

11
月

）
日
８

）
同
不
順
・
略
称
敬
（

】
附
寄
般
一
【

▽

社
会
式
株
力
電
北
東

 

郡

電
山

 

奥

司
修
崎

▽

子
ち
さ
藤
伊

▽

会
協
り
く
づ
ち
ま
沢
木
御

　

長
会

 

稔
本

】
金
附
寄
援
応
町
春
三
と
さ
る
ふ
【

▽

方
の
市
沢
所
県
玉
埼

▽

）
区
並
杉
都
京
東
（
紀
亜
唐
加

▽

）
市
川
菊
県
岡
静
（
夫
郁
尾
中

▽

）
田
成
北
字
大
町
春
三
（
宏
内
大

▽

）
市
村
田
県
島
福
（
典
茂
田
本

）
市
郷
三
県
玉
埼
（
子
正
木
大
▽

】
へ
会
議
協
祉
福
会
社
【

附
寄
▼

品
物
▽

）
田
山
（
一
忠
子
増
・▽

団
仕
奉
字
十
赤
町
春
三

▽

）
沢
平
（
ク
ト
野
上

▽

）
町
弓
（
子
瑛
越
大

▽

）
町
新
（
子
ヅ
シ
分
國

▽

）
町
南
（
子
ミ
キ
藤
齋

▽

）
町
大
（
子
善
間
久
佐

▽

）
山
貝
（
子
昭
石
白

▽

）
町
免
御
（
子
光
本
橋

▽

）
町
免
御
（
子
勝
田
吉

　

ま
し
集
募
を
者
居
入
の
宅
住
営
町。

す
　

所
格
資
居
入
宅
住
営
町
、
は
賃
家

家
、
は
金
敷
。
す
ま
り
よ
に
準
基
得

は
際
の
居
入
。
す
で
分
月
か
３
の
賃

。
す
で
要
必
が
人
証
保
帯
連

　

、
料
用
使
場
車
駐
、
に
別
は
と
賃
家

負
の
者
居
入
は
ど
な
費
組
、
費
益
共

。
す
ま
り
な
と
担

法
方
込
申

　

の
定
所
に
書
込
申
の
付
備
課
設
建

を
類
書
な
要
必
、
上
の
入
記
を
項
事

郵
。
い
さ
だ
く
て
し
出
提
て
し
付
添

た
い
は
付
受
込
申
る
よ
に
話
電
や
送

。
ん
せ
ま
し

間
期
込
申12

月
16
日
（月）

20
日
（金）

午

時
８
前

30
分

類
書
出
提

書
込
申
・

票
民
住
の
員
全
者
定
予
者
居
入
・

書
明
証
得
所
の
者
得
所
有
・

る
い
て
し
納
完
を
税
民
村
町
区
市
・

）
書
明
証
税
納
（
類
書
る
す
証
を
と
こ

か
ほ

法
方
考
選

　

が
数
件
た
し
理
受
を
込
申
の
居
入

て
い
つ
に
合
場
る
え
超
を
数
戸
集
募

会
員
委
考
選
者
居
入
宅
住
営
町
、
は

。
す
ま
し
定
決
し
催
開
を

期
時
定
予
居
入

旬
上
月
２
年
２
和
令

FAX

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

格
資
居
入

縁
内
・
者
約
婚
（
族
親
る
す
居
同
①

。
と
こ
る
あ
が
）
む
含
を

明
が
と
こ
る
い
て
し
窮
困
に
宅
住
②

。
と
こ
る
あ
で
か
ら

健
民
国
、
税
産
資
定
固
、
税
民
町
③

し
納
滞
を
税
車
動
自
軽
、
税
険
保
康

。
と
こ
い
な
い
て

る
あ
で
内
準
基
が
額
得
所
の
帯
世
④

。
と
こ

宅
住
営
公
・

帯
世
般
一
）
ア
（

が
得
所
額
月
…

15
万

下
以
円
千
８

小
、
等
者
い
が
障
、
者
齢
高
）
イ
（

帯
世
る
い
が
も
ど
子
の
前
学
就
校
学… 

月

が
得
所
額

21
万

下
以
円
千
４

う
よ
し
居
同
び
よ
お
者
込
申
居
入
⑤

こ
い
な
で
員
団
力
暴
が
族
親
る
す
と

。
と

項
事
意
注

原
は
方
る
い
て
し
有
所
を
等
宅
住
①

。
ん
せ
ま
き
で
み
込
し
申
則

者
偶
配
い
な
い
て
し
立
成
が
婚
離
②

め
認
則
原
は
み
込
申
の
て
し
居
別
と

。
ん
せ
ま
り
お
て

に
宅
住
は
居
別
る
よ
に
任
赴
身
単
③

め
た
い
な
え
言
は
と
る
い
て
し
窮
困

。
ん
せ
ま
き
で
み
込
し
申

問
・
込
申

課
設
建

 

建
築

☎
62-

３
１
１
２

 　

62-

０
０
３
３

▼募集する団地（公営住宅）
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み
ん
な
の
掲
示
板

広報みはる
令和元年 12月号

　

ぼ
ほ
、
は
で
県

30
歳

が
代
世
同
の

ふ
「
ト
ン
ベ
イ
会
窓
同
る
す
合
集
大

催
開
を
」
９
１
０
２
会
次
０
ま
し
く

。
す
ま
し

　

や
べ
比
み
飲
酒
本
日
の
ま
し
く
ふ

テ
ン
コ
種
各
る
き
で
喫
満
を
ま
し
く

　

お
で
ど
な
歌
題
主
の
組
番
気
人
て
し

き
招
お
を
ん
さ
い
あ
嶋
川
の
み
じ
な

。
す
ま
し

象
対

 

20

ら
か
半
後
代

30
代

島
福
で

こ
だ
ん
住
、
方
る
い
で
ん
住
に
内
県

）
人
０
０
３
員
定
（
方
る
あ
が
と

時
日

 

12
月
29
日
（日）

　
　

 

午

40
分

場
会

 

郡
階
４
ス
ク

金
料

 

３

円
千

込
申

 

公

予
前
事
の
ら
か
ト
イ
サ
式

）
人
０
０
３
着
先
（
制
約問 

課
興
振
域
地
庁
県

　

 

☎

４
２
０

-

５

１
２

-

８

３
２
０

☎…電話番号（記載のないものは市外局番 0247）　　FAX…ファックス　　HP…ホームページ　　まほら…三春交流館「まほら」

タイトル下にQRコードがある場合…読み取ると記事の詳しい情報をご覧いただけます！

時
日

 

12
月
14
日

）
土
（

　
　

 

午
前
10
時
30
分

所
場

 

三

館
流
交
際
国
町
春

 　
　

」
家
の
ク
イ
レ
ス
イ
ラ
「

師
講

 

歴

員
芸
学
館
料
資
俗
民
史

　
　

 

藤

ん
さ
子
典
井

費
加
参

 

３

）
付
物
飲
・
料
館
入
（
円
百

切
締

 

12

日
７
月

（土）

※

可
加
参
も
で
た
な
ど

着
先
め
た
の
合
都
場
会
※

30
名

で
ま

問
・
込
申

 

」
家
の
ク
イ
レ
ス
イ
ラ
「

　
 　

　
　

☎
62-

０
０
８
５

日
催
開

 
12
月

日
３

（火）
・
13
日
（金）
・

17
日
（火）
・
24
日
（火）

※
12
月
24
日

チ
ン
ラ
ス
マ
ス
リ
ク
は

　　

）
付
物
み
飲
、
チ
ン
ラ
ル所

場

 

カ

容
内

 

病費
加
参

 

５

）
付
物
み
飲
（
円
０
０

問
・
込
申

 

カ

　

 　

　
　

☎
61-

７
５
７
６

　

、
は
で
所
務
事
務
財
島
福
省
務
財

抱
を
金
借
の
ど
ほ
い
な
れ
き
し
済
返

に
談
相
の
ら
か
々
方
の
み
悩
お
、
え

お
を
況
状
の
金
借
。
す
ま
い
て
じ
応

司
・
士
護
弁
じ
応
に
要
必
、
し
き
聞

を
ぎ
継
引
に
家
門
専
の
ど
な
士
書
法

料
無
談
相
、
守
厳
密
秘
。
す
ま
い
行

。
い
さ
だ
く
談
相
ご
に
軽
気
お
。
す
で

　

ず
け
受
を
録
登
の
県
や
国
、
た
ま

ヤ
「
る
ゆ
わ
い
、
む
営
を
業
金
貸
に

く
意
注
ご
分
十
は
に
者
業
」
融
金
ミ

金
貸
る
い
て
れ
さ
用
利
ご
。
い
さ
だ

合
い
問
る
す
関
に
況
状
録
登
の
者
業

預
る
い
て
れ
さ
用
利
に
正
不
や
せ
わ

付
け
受
も
談
相
る
す
関
に
座
口
金
貯

。
す
ま
い
て
け

口
窓
談
相

所
務
事
務
財
島
福
省
務
財

 

理

課
財

町
木
松
市
島
福
（

13-

）
２

　

、
は
で
所
務
事
務
財
島
福
省
務
財

お
「、
し
い
伺
お
に
ど
な
合
会
の
体
団

生
学
小
（
う
よ
け
つ
を
帳
い
か
づ
こ

う
よ
え
考
を
政
財
の
本
日
「
」
）
け
向

り
な
（
罪
犯
融
金
「
」
）
け
向
般
一
（

ど
な
」
止
防
害
被
）
等
欺
詐
し
ま
す

。
す
ま
り
お
て

　

の
ん
せ
ま
り
か
か
切
一
は
用
費

だ
く
せ
わ
合
い
問
お
に
軽
気
お
、
で

。
い
さ問 

財

所
務
事
務
財
島
福
省
務

 

総

課
務

　

 

☎

４
２
０

-

５

５
３

-

０

１
０
３

間
時
付
受

時
８
前
午

30
分

30
分

問 

多

用
専
口
窓
談
相
者
務
債
重

　

 

☎

４
２
０

-

５

３
３

-

０

４
６
０
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◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）

◆ 施設の休館日は22ページに掲載しています。

12月の行事カレンダー

広報みはる
令和元年 12月号 34
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◆ 問　住民課 生活環境グループ

　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券

をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運

　行しています。

※ 岩江コースは週４日（月・火・木・金）運行

　しています。

※ 通勤コースを除く朝晩コース５路線は週５日

　（月～金）運行しています。

運休日：１・８・15・22・29 ～ 31 日

広報みはる
令和元年 12月号35



愛姫イラストコンテスト
ご応募いただいた作品の中から、最優秀賞および

優秀賞の作品をご紹介します。（敬称略）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報
み
は
る

2
0
1
9
.1
2

№
1
0
8
1

℻

イラスト部門

優秀賞 「桜の下　もう一度」
白黒橙（本宮市）

優秀賞 「チビ愛姫」
林久美子（埼玉県吉見町）

優秀賞 「愛姫の記憶」
根本彩加（いわき市）

最優秀賞 「さくらまう」
工藤美鈴（青森県弘前市）

優秀賞 「月と桜と愛姫と」
大山優実（田村市）

優秀賞 「愛姫」
橋本愛奈（郡山市）

優秀賞 「愛姫」
笹山友花里（三春町）

優秀賞 「たきざくらとめごひめ」
杉本蒼空（三春町）

優秀賞 「かわいい愛姫」
渡邉羽音（三春町）

最優秀賞 「桜と姫」
長谷川瑞希（会津美里町）

優秀賞 「今度は私が」
伯耆田りの（新潟県新潟市）

優秀賞 「めごひめっせーじ♪」
関根菜々美（川内村）

ぬりえ部門（小学生以下）


